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太陽と月の諍いと敵対 : フィリピン､インド､およ
びマレー半島の諸神話への寄与


















































































考文献は以下のとおりである｡サンタルについては､ Mitra, p.70 〔この論文はMan in India,
vol.8(1928)のp.248-258にある〕 ; Bodding,p.73 ; M｡mini,pp.17f言Census1931,VII. I,297 ;
ムンダについては､ Mitra,p.70 ; Bhaduri,pp.76f言　上ウリについては､ Russel,IV, 591 ;サヴァ
ラについては､ Thurston VI, 333 ;ど)レポルについては､ Roy, pp.486f言ブイヤーについて
は､ RusselII, 317f.
一方､ EIwinはその著書Myths ｡f Mt'ddle Indiaの中でこのタイプの話を多数発表している







































10　Loc. °it., Schebesta, Uberdie Semang, p.1010とBei den Urwaldzwergen, p.101を引用｡
ll G｡ttheiten,同引用文中にSchebestaのOrang Utang, p.68とBei den Urwaldzwergen, p.229を
引用している｡






































































Ing bulan ilanlng aldo


























































21 Benedict, pp.46f. Benedictは(｢自然現象に結び付けられる他の幾つかの神話｣と共に)説
話の全てをtheJ｡urnalofAmericanFolk-lore, 26 : 15-19, 1913に挙げている｡ MartinのDie


























24　Barton, pp.67f.この著者〔Banon〕はこの論文の原稿をH.Otley Beyerに示した時､ 1912年




















































































































ると書いている(philippineFolkLiterature, p.209.) ｡しかし､ Fanslerの集積は見たところ｢多
数のキリスト教化された部族の｣集団に限定されている(cf.p.208.)｡
46　Banonは太陽と月の間の謡いの神話は｢インドネシア〔やポリネシア〕やアメリカに広がっ
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ルドルフ･ラーマンの経歴とその著作　(訳出の補足として)
ここに訳出したのは1955年のFolklore Studies vol. 14に寄稿されたRudolf
Rahmann, Quanels and Enmity Between the Sun and the Moon･ A Contribution to the
















































でいる｡彼はAnthr｡posの編集を度々手掛けた他､ san carl(,.～ Publication (1964
-)やPhilippine Quarterly｡fCulture andSociety (1973-)などを創始し､その
編集者でもあった｡また自らのフィールドワークによって取材した著作も数多
い｡最後にその著作リストを挙げる｡なお､リストはBurgmannから引用した
[Burgmann, 1977 : 373-375]｡
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最後になりましたが､ラーマンの原著を紹介して頂き､またラーマンの経歴
およびその著作に関する資料の援助と助言を頂いた山田仁史先生に感謝の意を
表します｡
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